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長野県軽井沢町における蚊相
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Mosquito fauna in Karuizawa Town in Nagano Prefecture
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Abstract:   �ere have been few reports on mosquito fauna in Karuizawa Town. �e objective of this study was to clarify the species 
composition of mosquito fauna, using 3 CDC traps and 3 Ovitraps, and collecting mosquito larvae near these traps in Karuizawa Town, 
the Seishoji Temple and the Nagakura residential area. I collected 95 individual mosquitos representing 3 genera and 6 species during the 
investigation periods. Culex pipiens complex was the dominant group in Karuizawa Town.
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は じ め に

　近年，多くの旅行者が感染症流行地に旅行するようにな
り，蚊が媒介する感染症が「輸入感染症」として国内に持
ち込まれ，国内感染の短期的な拡大が危惧されている（国
立感染症研究所，2019）．発症患者が国内で現れた時に，
感染拡大を阻止するための初期媒介蚊対策が重要なため，
平時に媒介蚊の生息種類相や幼虫高密度生息地の把握など
の衛生動物学的な知見の蓄積が極めて重要である（厚生労
働省，2015）．特に海外からの観光客が多く訪れる観光地
では必須である．
　長野県内における蚊相の研究は少ない．上村（1968）が
22種の蚊類を長野県内から記載しているものが最も古く，
その後，内川（1977）が長野県松本市を中心とした4地域

（中信地方）から11種の蚊類を記載しているのみである．
さらに，軽井沢町における蚊相の研究は数が少なく，
Oguma and Kanda （1977）が，1970年に軽井沢において，
シナハマダラカAnopheles （Anopheles） sinensisとエセシナハ
マダラカAnopheles （Anopheles） sineroidesの記載を行ってお
り，特にシナハマダラカが数多く捕獲されたことを報告し
ている．
　長野県軽井沢町（人口1万9千人）は避暑地として古く
からよく知られており，夏期の観光シーズンを中心として
870万人（2018年）もの多くの人が訪れる我が国を代表す
る観光地である．外国人住民人口の割合も高く，また，海
外からの観光客も数多く訪れている（軽井沢町，2020）．

近年，気候変動と軽井沢町中心部の都市化に伴い，年平均
気温も上昇傾向にあり，最高気温が30℃を超える真夏日
の年間日数も2000年から2009年までの平均値は5.7日で
あったが，2010年から2019年の平均値では10.1日と約2倍
に増えた（国土交通省気象庁，2020）．
　本研究では，長野県内における主要観光地周辺の感染症
媒介蚊の実態を明らかにすることを目的に，夏季にCDC
トラップを24時間設置し，複数日にわたって，環境の異
なる複数箇所で蚊成虫を捕獲し，併せてトラップ設置場所
周辺地において，蚊幼虫の生息調査も実施した．本報告で
は，近年，多くの観光客が訪れる軽井沢町における蚊相を
明らかにするために，町内の2カ所において，成虫調査と
幼虫調査を8月上旬から9月下旬にかけて行い，その実態
を把握した．

方　　　法

　2012年8月上旬から9月下旬にかけて以下の2地点で調
査を行った．成虫調査では，旧軽井沢銀座通りと並行して
走るショー通りに近い青松寺別院（Station 1：軽井沢町の
中心地，標高964m；以下，St. 1と記載）の敷地内の1カ
所（入り口付近）St. 1-Aにおいて，8月1-2日，8月7-8日，
8月30-31日，9月3-4日の計4回，調査を行った．また，
中軽井沢長倉地区の千ヶ滝通りに近い別荘地内の個人住宅

（Station 2：蚊に刺されるという訴えが住民からあった地
区，標高996m；以下，St. 2と記載）敷地内においても，8
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月1-2日，8月7-8日の計2回，調査を行った（図１）．両
地点ともに，CDCトラップ（Tr-1AとTr-2；誘引源はドラ
イアイス1kg）を地上約1.5mの高さに設置し，24時間後に
捕獲された試料を回収し，アイスボックスに入れて速やか
に実験室に持ち帰り，捕獲された蚊類を種毎に実体顕微鏡
下で分類して計数した．なお，St.1においては，8月30-31
日と9月3-4日にCDCトラップTr-1Bを同じ敷地内の別の
場所（中庭；St. 1-B）にも設置した（図２）．捕獲した蚊
類は，田中（2005）の検索表を用いて分類した．なお，本
研究では，アカイエカCulex （Culex） pipiens pallensとチカ
イエカCulex （Culex） pipiens form molestusを区別しておら
ず，アカイエカ種群 Culex （Culex） pipiens complexとして
扱った．
　幼虫調査では，St.1において，8月30-31日の両日にわた
り敷地内の2カ所（花立てや水盤，中庭の小水路など）か
らガラスピペットを用いて目視で幼虫を確認し，ポリ瓶に
入れて採集した．持ち帰った幼虫は恒温室で飼育し，毎日
羽化してくる個体を採集した．飼育途中で死亡した個体は
その都度回収し，70%アルコールで固定した．
　オビトラップ（Otr; 直径約9cm，高さ約10cmの円筒形
の黒色ポリ瓶に汲み置き水を満たしたもの）を，9月3日
にSt.1においては2カ所（St.1-A付近とSt. 1-B付近にそれ
ぞれOtr-1AとOtr-1Bを設置；図2），St.2においては1カ所

（Otr-2を 設 置 ）， 地 上 植 生（ 両 地 点 と も ツ ツ ジ
Rhododendron sp.）の下に設置し，3週間後の9月24日に回
収した．

　試料は，直ちに実験室に持ち帰り，実体顕微鏡下で蚊類
の産付卵ならびに幼虫の個体数を計測した．

結果と考察

　St. 1においては，3属6種，合計で95個体の蚊類が捕獲
された（表１）．CDCトラップによって最も多くの個体が
捕獲された種は，アカイエカ種群で84個体であった（全
体の96.6%を占めた）．最も蚊類が多く捕れたのは8月
30-31日のTr-1Bで一晩に43個体が捕獲できた．一方，St. 
2では，アカイエカ種群が8月1-2日に1個体のみ捕獲され
ただけで，そのほかの種は調査期間を通じて捕獲されな
かった（表２）．幼虫生息調査では，St. 1において，花立
てに溜まった水から8月30日と8月31日に合計7個体の蚊
幼 虫 が 捕 獲 さ れ た が， す べ て ヤ マ ト ヤ ブ カAedes 
（Hulecoeteomyia） japonicusであった．また，8月31日には
中庭の小水路からヤマトハマダラカAnopheles （Anopheles） 
lindesayi japonicusの幼虫が1個体捕獲された．
　オビトラップについては，すべての地点，すべてのトラッ
プで産付卵・幼虫が認められなかった．調査期間中の日平
均気温は8月が20.5℃（最高日平均気温25.9℃，最低日平
均気温16.7℃）であったのに対し，オビトラップを設置し
た9月3日から9月24日までの日平均気温は16.8℃（最高
日平均気温19.1℃，最低日平均気温14.4℃）と低く，調査
時期に問題があったと思われる．
　以上まとめると，軽井沢町において調査を行った2地点

図1　調査地点概要

図2　トラップ設置地点（左図 : Station 1; 右図 : Station 2）
各地点におけるTr-1A，Tr-1B，Tr-2はCDCトラップ設置場所を示す．
Otr-1A，Otr-1B，Otr-2はオビトラップ設置場所を示す．
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については，アカイエカ種群が優占していたが，本種群に
はアカイエカとチカイエカが混在している可能性があり，
今後，分子生物学的な手法などを用いて，明らかにしてい
くことが必要である．また，捕獲個体数は少ないものの，
ヤマトヤブカは日本脳炎ウイルスやウエストナイルウイル
スを媒介する能力を，シナハマダラカは日本脳炎ウイルス
やマラリア原虫（熱帯熱，三日熱）を媒介する能力を持っ
ており（津田，2019），今後，注視していく必要がある．
　今回の調査結果から，軽井沢町においては，デング熱ウ
イルス，チクングニヤウイルス，ウエストナイルウイルス
な ど を 媒 介 す る ヒ ト ス ジ シ マ カAedes （Stegomyia） 
albopictusは1個体も捕獲できなかった．しかし，軽井沢町
の日平均気温の変動を見ると，1990年から1999年までの
10年間では年平均気温が8.4℃であったものが，2000年か
ら2009年では8.5℃，2010年から2019年までは8.7℃と着
実に上昇している．特に近年では，2015年から2019年ま
での年平均値が8.9℃となり，2018年には観測史上最高の
9.3℃を記録した．Kobayashi et al. （2002） によると，年平
均気温が11℃以上の地域に，ヒトスジシマカが分布でき
ると報告している．
　今後，気温の上昇に伴い，ヒトスジシマカの侵入が予想
されるため，本研究のような蚊相の定期的なモニタリング
調査が重要であると思われる．
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表2　軽井沢町長倉の一般民家（Station 2）において捕獲された蚊のりストと個体数

和名　学名

成虫調査 幼虫調査

合計CDCトラップ　(個体数 /日 ) オビトラップ　(個体数 /日 )
8月1-2日 8月7-8日 9月3-24日

Tr-2 Tr-2 Otr-2
アカイエカ種群 
Culex (Culex) pipiens complex 1 0 0 1

合計 1 0 0 1

表1　軽井沢町青松寺別院（Station 1）において捕獲された蚊のりストと個体数

和名　学名

成虫調査 幼虫調査

合計CDCトラップ　(個体数 /日 ) オビトラップ　
(個体数 /3週 )

敷地内2カ所　
(個体数 )

8月1-2日 8月7-8日 8月30-31日 9月3-4日 9月3-24日 8月30日 8月31日Tr-1A Trw-1A Tr-1A Tr-1B Tr-1A Tr-1B Otr-1A Otr-1B
シロカタヤブカ 
Aedes (Downsiomyia) nipponicus 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

ヤマトヤブカ 
Aedes (Hulecoeteomyia) japonicus 0 0 0 0 0 0 0 0 6 1 7

シナハマダラカ 
Anopheles (Anopheles) sinensis 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ヤマトハマダラカ 
Anopheles (Anopheles) lindesayi japonicus 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

ハマダライエカ 
Culex (Culex) orientalis 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

アカイエカ種群 
Culex (Culex) pipiens complex 5 2 3 42 10 22 0 0 0 0 84

合計 6 2 3 43 11 22 0 0 6 2 95
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